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 長野県では、令和３年２月に「長野県流域治水推進計画」を策定し県・
市町村が５年間で実施する流域治水の取組数値目標を定め、
計画的に取り組むこととしています。

 公共施設における雨水貯留施設設置として令和５年度には、千曲警察署
と木曽警察署において、雨水貯留浸透施設の設置を行いました。今年度
も引き続き設置に向けて取り組みます。

 防災知識の普及に関する取組として、子ども達にもわかりやすく、楽しく
「流域治水」を学んでもらおうと令和５年度に「流域治水模型」や学習動画を
作成し今年度の防災教育で活用しています。

５）天竜川上流流域治水プロジェクト天竜川上流流域治水プロジェクト2.0【取組事例】

■【取組事例】

実施主体：長野県建設部河川課

〇〇〇③被害の軽減早期復旧・復興のための対策

流域治水の学習動画をYouTubeに公開しています

◆取組状況◆防災知識の普及に関する取組内容

• 模型実験に合わせ、学習動画で「流す」「留める」「備える」取組を学び、実
際に「留める」取組を体験できます。

• 子ども達がじょうろを使って、実際に水を降らせることで、体験しながら、流
域における雨水貯留の取組である「留める」内容を学べます。

• ため池、田んぼダム、地下浸透を表現し、対策のあり無しで同量の雨（水）
を降らせることで貯留機能を、視覚的に確認する仕組みです。

• 防災学習やイベント等で使用

• 模型で効果を見ながら、実際に身近
でできる取組を考えるきっかけを創
出しています。

流域治水模型
対策あり 対策なし

防災教育 イベント

流域治水をわかりやすく紹介した学習動画も作成

本編 資料編

◆公共施設における雨水貯留浸透施設設置
取組内容

• 県有施設である警察署の駐車場地下へ雨水貯
留浸透施設を設置

• 駐車場の地下空間を活用

木曽警察署 雨水貯留浸透施設（地下貯留方式）

千曲警察署 雨水貯留浸透施設（地下貯留方式）



○「長野県流域治水推進計画」に位置付けられた各取組の推進
・県有施設及び市町村所有施設での雨水貯留浸透施設設 ・ため池・水田を活用した雨水貯留
・支流域の森林整備 ・公共下水道（雨水）の整備
・市町村における各戸貯留施設設置費補助制度
・雨水排水規制ガイドライン等の策定 ・浸水想定区域図の作成
・地区防災マップの作成 ・信州防災アプリ など

【建設部河川課】流域治水の取組事例
長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～

令和6年度の主な取組

●公共施設における雨水貯留浸透施設設置
●市町村における各戸貯留施設設置費補助制度
●雨水排水規制ガイドライン等の策定
●ため池や水田を活用した雨水貯留の取組
●流域の森林整備 等

●危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの設置
●浸水想定区域図の作成 ●住まい方の工夫の取組
●要配慮者利用施設における避難確保計画の策定
●地域特性に配慮した「地区防災マップ」の作成
●防災知識の普及に関する取組 等

流

域

治

水

まちづくりや住民避難の取組

「備える」～逃げ遅れゼロ～

流域における雨水貯留等の取組

「留める」

河川整備の取組

「流す」 ●堤防・護岸整備 ●河道掘削・支障木伐採 等

長
野
県
流
域
治
水
推
進
計
画

計画期間 ︓ 令和３〜７年度（５か年）
内 容 ︓ 計画期間内で実施する取組目標を定め「流域治水」を推進

「長野県流域治水推進計画」（令和３年２月策定）

国土交通省資料より

流域治水のイメージ

【契機】

ため池を活用した雨水貯留の取組

実施済：420箇所 （目標数：404箇所）

（担当：農政部）

公共下水道（雨水）の整備

実施済：104ha （目標数：335ha）

（担当：環境部）

（整備イメージ）

水田を活用した雨水貯留の取組

実施済：3市町村 （目標数：6市町村）

（担当：農政部）

【県有施設における雨水貯留タンク設置】

実施済：284基 （目標数：439基）

（担当：建設部）

公共施設における雨水貯留浸透施設設置

【市町村の所有する施設での雨水貯留浸透施設設置】

実施済：40市町村 （目標数：77市町村）

市町村における各戸貯留施設設置費補助制度

実施済：8市町村 （目標数：12市町村）

（担当：建設部・環境部） 青木村 制度PR資料

浸水想定区域図の作成

実施済：218河川 （目標数：218河川）

（担当：建設部）

信州防災アプリ登録者数

実施済：35,520人 （目標数：100,000人）

（担当：危機管理部）

※目標数は「R3～R7の５か年に実施する目標数値」を示す
①近年、水害が頻発化・激甚化 ＋ ②気候変動の影響により降雨量が1.1倍

全国的に流域治水への転換が進められている中、県の独自計画を策定

【概要】

流域治水シンポジウム
✓信濃川・天竜川水系にスポットをあて、流域治水の方
向性や一人ひとりができる備えについて議論

千曲川流域治水サミット（R5.1）
✓流域治水を本格的に展開するため、新潟県・長野県の
首長等が一堂に会し、上下流一体で課題や取組を共有

阿部知事
羽田町村会長

牛越市長会長

記念撮影（県内の千曲川流域首長と新潟県三条市長）

その他の普及啓発活動

令和元年東日本台風災害2年シンポジウム
（R3.10）

主催︓千曲川河川事務所、長野県

天竜川水系流域治水シンポジウム
（R4.12）

主催︓天竜川上流河川事務所、長野県

グッズ展開

主な取組の進捗状況（R5年度末時点）

普及啓発活動等

試行的に下抜けタイプの堰板設置（池田町）

雨水排水規制ガイドライン等の策定

実施済：25市町村 （目標数：54市町村）

（担当：建設部）

主催︓千曲川河川事務所、長野県

○普及啓発活動（CM放送、ラジオ放送、ポスター掲示、パネル展など）
○流域治水模型及び学習用動画を用いた防災教育の実施
○「県有施設の雨水流出抑制ガイドライン（仮称）」の作成
○災害リスクの低い地域への公共的施設の立地や居住誘導の促進に資す

る水害リスクマップの検討

ＣＭ放送

（ポスター、パンフレット、
ステッカー、クリアファイル、
缶バッジ等）

【啓発動画の制作(R6.3)】
流域治水の取組を紹介してい

る啓発動画を作成し、R6年度に
パンフレットやポスターを配布
していきます。

飯山市役所

○流域治水キャラバン（R4〜）
「雨水排水規制ガイドライン等の策定」など、
流域治水の取組に関する課題を共有し、課題
解決策の提案や意見交換を実施(64市町村)

【効果】
取組意識の向上が図られ、
取組の実施数が増加︕

（作成イメージ）

✓県と市町村が協力して「流域治水」を前に進めていく決
意表明として「治水ONE NAGANO宣言」を実施

治水ONE NAGANO宣言（R3.5）

伊那市 制度PR資料

大池（千曲市） 低水位管理状況

貯留可能分

更北南部（長野市）

（画面イメージ）

河川

※役職名は宣言当時のもの

啓発動画

田切の里

泰阜村

模型

1
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[蔵之内　真紀1] 

 

 

 

気候変動の影響により水災害が激甚化、頻発化し、県内でも毎年のように水災害が発生

していることから、河川改修等のハード整備や「流域治水」の取り組みを加速化するため、

県内で初めて「特定都市河川浸水被害対策法」に基づく「特定都市河川」の指定に向けた

手続きを始めます。 

 
 

ヨウ 

 

 

 

 

 
[蔵之内　真紀2] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
[蔵之内　真紀3] 
[蔵之内　真紀4] 
[蔵之内　真紀5] 
 
[蔵之内　真紀6] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 概要 

気候変動の影響による水災害の激甚化・頻発化等への対応を目的とした、流域のあらゆ
る関係者が協働して取り組む「流域治水」の実効性を高めるため、令和３年５月に、「特定
都市河川浸水被害対策法」が改正されました。 
県では、流域内の市街化が進み、浸水被害も発生している信濃川水系一級河川矢出沢川

及び黄金沢川を県内で初めて「特定都市河川」に指定するため、手続きを開始します。 
特定都市河川の指定により、流域が一体となった浸水被害対策の推進が図られます。 
 

２. 対象河川 
 信濃川水系一級河川矢出沢川 
 信濃川水系一級河川黄金沢川（矢出沢川の支川） 
 
３. 今後のスケジュール（予定） 

令和６年 12月～ ： 県による流域住民、関係団体への説明 
国土交通省、県、上田市との協議 等 

令和７年度末   ： 県による「特定都市河川」の指定 
 
４. その他（参考） 
 ・特定都市河川及び特定都市河川流域（案） 別紙１ 
・特定都市河川浸水被害対策法の概要    別紙２ 

長野県（建設部）プレスリリース  令和６年（2024 年）12 月 13 日 

 
県内で初めて特定都市河川指定に向けた手続きを始めます 

（問合せ先） 

担当： 建設部 河川課 計画調査係 

金子 、秋山 

電話：026-235-7310 （直通） 

   026-232-0111 （代表）内線 3446 

FAX： 026-225-7069 

E-mail：kasen@pref.nagano.lg.jp 

（問合せ先） 

担当：上田建設事務所 整備課 計画調査係 

阿部、守矢 

電話：0268-25-7165 （直通） 

0268-23-1260 （代表）内線 2517 

FAX： 0268-23-0550 

E-mail：ueken-seibi@pref.nagano.lg.jp 



【流域の概要】
流域面積 ：約25km2
河川数 ：２河川
計画規模 ：1/30
関係市町村 ：上田市
主な浸水被害：H22.8月

【H22.8月豪雨による浸水被害（矢出沢川の氾濫）】【現況写真】

特定都市河川及び特定都市河川流域（案）
（別紙１）

【位置図・流域図】

【近年の集中豪雨による市街地の浸水被害（水路等からの氾濫）】

矢出沢川では、流下能力が不足する箇所があり、平成22年8月豪雨による溢水で浸水被害が発
生しました。近年では、集中豪雨等により、矢出沢川流域内の水路等からの氾濫で浸水被害が頻
発しています。
矢出沢川流域内は市街化が進む一方、気候変動による浸水被害の深刻化が予想されることから、

特定都市河川浸水被害対策法に基づき、特定都市河川に指定することで、ハード整備の加速化、
水害に強いまちづくりを両輪とした流域治水の取組を強力に推進し、流域内の安全性向上を目指
します。

① ②
③

特定都市河川（⽮出沢川、⻩⾦沢川）

00099121
四角形


